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A study of principles and improvement of the chapel operation at a 



































2）　『代表的日本人』（岩波書店，2013）の解説（195―208頁）を参照せよ。1894年 11月に Japan and the 
Japaneseという題名の書物として刊行される。それから約14年経った1908年（明治41年）4月，序文
と本文の一部を除いてRepresentative Men of Japanという英文著として刊行されるが，1921年の和訳（改



















































































































































7）　The New Encyclopaedia Britannica (15th ed.) 19, p. 165.
8）　カトリック大学古典ラテン語研究所編『ラテン―ハングル辞典』，（韓国）カトリック大学出版部，
















































































































































23）　The Encyclopedia of religion (16), Macmillan Publishing Company, 1987, p. 283. 元来宗教（religion）とい






































































































































































































































































































































































































































































































































訳『ぼくはいかにしてキリスト教徒になったか』，光文社，2015。（原文：内村鑑三“How I Became a 
Christian: Out of My Diary”『内村鑑三全集』（第3巻），岩波書店，1982。）
57）　内村鑑三の志を継承する創立責任者高橋三郎氏の呼びかけによって1988年に設立された全寮生活の学
校である（https://aishinhigh.ed.jp/about/#spirit）。2017年現在，当学校2学年に在学している筆者の長
男によると，平日は毎朝と毎晩二回チャペルが行われているという。
キリスト教主義大学におけるチャペル運営の原理と改善に関する一考察
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　⑧四つの原理への総合的な理解とともに，今の時代の文化と学生の特徴に対する理解も必要で
ある。さらに，キリスト教関係の教職員の人格と信仰，学校に対する献身も求められる。これら
のものが，キリスト教主義教育の実現の背景に求められるものである。したがって，単なる宗教
活動や単なる組織結成では限界があると考えられる。その限界を克服するには，二つの取り組み
が必要だと考える。一つはチャペルに関する研究的取り組みで，もう一つはキリスト教関係の教
職員のための霊性訓練などの試みである。
　⑨チャペルに関する研究的取り組みは，例えば，チャペルをメインとしたキリスト教関連定期
刊行物の発刊や，チャペル関連研究会の開催などによって，学校におけるキリスト教主義教育の
発展のためになるだけでなく，全国のキリスト教主義大学と近隣地域のキリスト教会にも様々の
情報を発信し，影響を及ぼそうとする積極的なアプローチである。
　キリスト教関係の教職員のための霊性訓練は，それぞれの教員の判断と自由に任せるのが自然
であろうが，建学の精神の実現という使命のために採用されている側面や，キリスト教的霊性訓
練について十分に理解をもっていない教員が採用される可能性などを想定すると，霊性訓練プロ
グラムを導入するのも学校のためになるのではなかろうか。最も基本的な霊性訓練として挙げら
れるのは，朝の礼拝である。異なる意見もあろうが，平日は朝の礼拝を行うことが望ましいと考
える。週一回は特別な朝の礼拝にし，近隣の住民や学生たちを誘い，交わりの場を広げていくこ
とも可能であろう。
　⑩もう一つのアイディアとして，キリスト教のチャペルを国際交流（学術的交流，宣教的交流，
文化的交流）の拠点として，いわば小さなキリスト教的国際センターとしての役割もキリスト教
主義教育の発展に貢献できるであろう。たとえば，現在キリスト教が急速に成長している中国の
教会とキリスト教主義学校との交流や，キリスト教信者の割合が全人口の2割以上と知られてい
る韓国の教会とキリスト教主義学校との交流などはありうるのではないであろうか。
　⑪このような積極的なアプローチの中で，1年生のみならず，2～ 4年生にもまた来たくなる
ようなチャペルづくり，より理想的なチャペルづくりの手がかりが得られるのみならず，さらに
は，大学の理念・私学の価値・宗教の在り方・建学の精神にふさわしい形で，キリスト教主義教
育の原点であり原動力でもあるミッションの道が開かれるのも期待できる。
　⑫こうした取り組みが，1887年学校創立以来今日までずっと続いている建学の精神「敬神愛人」
を正しく継承し，より発展させ，最終的には学校の発展に寄与するように採用されたキリスト教
関係の教職員の役目であり，使命ではないかと考える。
6．おわりに
　名古屋学院大学白鳥キャンパスの正門にあるクリスマスツリーは，丸い形の木に三角形のイル
ミネーションが飾られたものとして，どう見ても不自然に見えると冒頭で言及した。それに例え
て，本研究は，キリスト教主義教育の実現（イルミネーションの装飾）を，少し合わないチャペ
ル動員のやり方（丸い形の木）に合わせ，飾ることによって生じる不自然さを研究の主な動機と
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名古屋学院大学論集
した。そして，その不自然さの解決を求め，健全なチャペル運営のための四つの原理，すなわち，
大学の普遍性，私学の特殊性，宗教の相対性，キリスト教の絶対性の意味を明らかにした。また，
四つの原理とチャペルの在り方がどのように関わってくるのかについても考察した。最後は名古
屋学院大学のチャペル運営を例として挙げ，チャペル参加促進の若干の問題について論じながら，
チャペル改善・改革に関する意見を述べてみた。
　丸い形の木に三角形のイルミネーションを飾っている場合は，見る人によっては，個性的でい
いのではないかという意見もあろう。わずか1か月間の飾りであることを考えると，そういう意
見も理解できる。建学の精神「敬神愛人」というイルミネーションを，少し合わないチャペル運
営の在り方に装飾する場合も，キリスト教主義学校だからそれぐらいでいいのではないか，と理
解を示す教職員のほうが圧倒的に多いであろう。そのような理解と支援によって本学のキリスト
教主義が支えられてきたことは言うまでもない。その一方，チャペルやキリスト教関係の授業を
通じて輝く建学の精神という光は，普通のクリスマスツリーと違うのではないかと考える。なぜ
なら，建学の精神とは，私立大学の創立目的であり，そのため，大学のアイデンティティー（UI）
の中核となるからである 58）。1887年名古屋学院大学の前身名古屋英和学校が開校した頃，キリス
ト教が青年を毒するといううわさのため，学校自体が世間から様々な批判攻撃を受けたこと 59）や，
国家によって学校内でのチャペル行事が禁じられたことなど，様々な試練に直面する中でも，今
日に至るまで本学の建学の精神はすべての試練を乗り越え，名古屋とその周辺地域をずっと照ら
し続ける世の光として，学生の人格形成に関わってきた。学校の存在理由や学校の魂ともいえる
この光を，最もふさわしい在り方を通して奇麗に飾るべきではなかろうか。
58）　稲垣久和他3人『大学とキリスト教教育，東京基督教大学共立基督教研究所，1998，128頁。
59）　キリスト教学校教育同盟篇，前掲書，444頁。
